
   

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                     

                      

 

「放蕩息子の帰郷」 

秋田郁美 

子よ、お前はいつもわたしと一緒にいる。わたしのものは全部お前のものだ。 だ

が、お前のあの弟は死んでいたのに生き返った。いなくなっていたのに見つかった

のだ。祝宴を開いて楽しみ喜ぶのは当たり前ではないか。         

ルカ 15：31，32 

       先日教会員の数名の方とお話しをしていて、ルカによる福音書の 15 章 

にある「放蕩息子」のたとえ話しについての話題になりました。話題はレンブ

ラントの絵画「放蕩息子の帰郷」やヘンリ・ナウエンの著書 “The Return of the 

Prodigal Son”に及び、改めてこのたとえ話しに深い意味があることを共感しまし

た。私たちが最初にこのたとえ話しを聞いた時、「こんなに放蕩の限りを尽くし

た弟を赦して、大歓迎した父に対してつぶやいた兄の気持ちがよく分かる」と

悪い弟のこと＝罪人を赦す神が理解できない、と思ったのではないでしょう

か。それは、自分が罪人だとは思っていなかったからです。まっとうな生き方

をしてきた人がほとんどですから、世の中の犯罪人を簡単に赦してはいけな

い、という気持ちがあります。つまりこのたとえ話しを聞いた時に、自分は兄

の立場だとし、兄の気持ちに共感するのです。 

しかし、いなくなっていた弟が無事に帰ってきたことを喜べない、という思いの中に人を 

愛することのできない、自己中心の罪があることに気が付きます。そして、自分こそが罪 

人であり、その自分を罪から救うためにイエス・キリストは十字架で命をささげてくださ 

ったのだ、自分は弟のほうだったのだ、と知るのです。 

 そしてさらに、罪を赦された自分は、父である神のように、罪人を愛し、その命を献げる

ほどに愛し抜いたキリストの姿に近づかなければならないことを示されるのです。 

 

あなたがたの父が憐れみ深いように、あなたがたも憐れみ深い者となりなさい。ルカ 6：36 

 

 このたとえ話しは、父、弟、兄の全てに自分をあてはめて考えるようにと、主が示してく

ださったのです。 

 

 

 

月報「ぶどうの木」 
         2023 年 8 月号 

日本フリーメソジスト教団 

町田福音キリスト教会 

7/9秋田波瑠人くん献児式 7/30久しぶりの愛餐会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

8月役員会決定事項 

・7月度の経常会計・基金会計・建造物会計が承認された。 

・11月 3日の東部教区親睦会について詳細を確認。当教会からの参加者を募ることとした。 

・8月末に転居する佐藤寛子姉に教会より送別の品を贈ることとする。 

・森田兄に、教会で子供たちを集めてブラジリアン柔術を指導していただくことについて、祈りつつ検討し

ていく。 

 


